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図１ 道東太平洋におけるスルメイカの 

分布密度(CPUE)と 50ｍ深水温 
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図２ スルメイカの分布密度の経年変化 
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◎◎◎◎道東道東道東道東太平洋太平洋太平洋太平洋イカ類イカ類イカ類イカ類資源資源資源資源調査結果調査結果調査結果調査結果    
 調査期間：2004 年 6 月 9 日～6 月 18 日 

調査海域：道東太平洋（図１） 

調 査 船：北辰丸（釧路水産試験場所属），イカ釣機 6 台搭載 

道東沖道東沖道東沖道東沖にににに前年前年前年前年をををを上回上回上回上回るるるるスルメイカスルメイカスルメイカスルメイカがががが来遊来遊来遊来遊    
 

１．水温分布（図１） 

調査海域の深度 50ｍの水

温は 1～9℃台でした。調査海

域の北西の襟裳岬沖で 1℃台

と低く，南西と東で 8℃以上

と高くなっていました。 

 

２．分布密度（図１，２） 

 調査を行った6調査点の分

布密度（CPUE：イカ釣機 1 台

1 時間当たりの漁獲尾数）は，

0～7.40 で，北緯 41 度，東経

144 度および 145 度の調査点

で高くなっていました（図

１）。平均 CPUE は 1.87 で，

過去 3 年を上回りました（図

２）。 

 

３．スルメイカの大きさ 

 スルメイカの外套長（胴長）は、

10～20cm でした。モード（最も多く

漁獲されたイカの大きさ）は 17cm

で，前年(15cm)より大型でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文責：釧路水産試験場資源管理部，TEL:0154-23-6222，FAX:0154-23-6225） 
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2004 年は前年を

上回る分布密度 

 

外套長 


